
●合理的配慮の提供とは
　障がいがある人から、社会の中にあるバリ
アを取り除くための対応を求められたときに、
負担が重すぎない範囲で対応することです。

●合理的配慮の提供の義務化
　令和６年４月１日から、民間の事業者に対し
ても、合理的配慮の提供が義務化されます。
　国や自治体はすでに義務化されています。

●合理的配慮の提供の具体例
◇視覚障がいがある人に対し、書類などの内容
を読み上げながら説明する
◇聴覚障がいがある人に対し、筆談など、音声
とは別の方法で対応する
◇手指に障がいがある人に対し、書類の記入を
代筆で対応する

　障がいがある人もない人も、互いにその人らしさを認め合いながら共に生きる社会（共生社会）の実現に向け
た取り組みを行っています。障害者差別解消法では、共生社会の実現を目指し、国や自治体、事業者に対して、
障がいがある人への合理的配慮の提供を求めています。
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「合理的配慮」を知っていますか
障害者差別解消法が改正されます
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６
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迷
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０
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。
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０
）１
８
９
７

１　車道が原則、左側を通行　
歩道は例外、歩行者を優先

２　交差点では信号と一時停止を
守って、安全確認

３　夜間はライトを点灯
４　飲酒運転は禁止
５　ヘルメットを着用

自転車安全利用五則

●合理的配慮には対話が必要です
　合理的配慮の提供には、社会的なバリアを
取り除くために必要な対応について、障がい
がある人と事業者が対話を重ね、ともに解決
策を検討していくことが重要です。

●障がいを理由とする差別についての相談窓口
　不当な差別を受けたり、障がいに合わせた対
応をしてもらえなかったなど、障がいを理由と
する差別や困りごとに関する相談を受け付けて
います。
◇福祉サービス課障がい福祉担当 ☎（580）1852

（573）8083
◇福岡県障がい福祉課障がい者差別解消専門相
談窓口（専用電話・平日の午前９時～午後５時）

☎（643）3143
（643）3304

リーフレット「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されます」（内閣府）
チラシ「障害者差別解消法が改正に　事業者にも合理的配慮の提供が義務化されます」（内閣府）を加工して作成 内閣府ホームページ
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